


事業概要

2050年のカーボンニュートラルの達成に向けて、蓄電池は自動車の電動化、再エ
ネの主力電源化を達成するための最重要技術の一つであり、蓄電池にはさらなる
高エネルギー密度化が求められている。その実現に向けて、電池を構成する各材料
においても、軽量化・省資源化が重要な課題となっている。
弊社が得意としている「めっき技術」を活用した薄型複合銅箔(以下、複合銅箔と
する)を開発し、本事業では複合銅箔の性能評価を行うとともに、事業化に向けて
必要となるめっき装置の基盤技術の開発を目的とした。

３．実施体制

2024年4月～2026年3月

■帝国イオン株式会社
・複合銅箔の改良
・W450R2Rめっき装置の設計開発

■共同研究先：
大阪産業技術研究所 和泉センター
・電池特性評価

１．背景・目的

２．事業期間
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１.複合銅箔の製品設計

２.電池特性評価

３.プライマー塗布方法の検討

４.W450R2Rめっき装置の設計開発
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強度低下
溶接性高い

孔多 孔少

基材強度
溶接性が低い

孔径 ：10～500 ㎛
開口率 ：0.1%～10.0％
配列 ：均等千鳥配置

目標 ① 電池製造時に破断しない引張強度 150MPa 以上
(電池メーカーヒヤリングに基づき)

② タブリードの溶接が可能であること

トレードオフ

■穿孔条件（孔径、開口率）による引張強度および溶接性の評価
穴あきフィルムの開口率の違いによる引張強度を測定し、

電池製造時に耐えうる強度を調査した。並びにタブリードとの溶接性も評価した。

１.複合銅箔の製品設計 6
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目標 充放電特性試験、サイクル特性試験にて電解銅箔と同等

ラミネートセルを用いて、充放電試験及びサイクル試験を
通して電池としての評価を行った。

【セル諸元】
正極：NCM523(基材 AL箔)
負極：グラファイト
セパレーター：ポリオレフィン系
電解液：１mol/L LiPF6 in 
EC/DEC(50/50 v/ｖ)

設計容量：1250mAh(正極と負極を10層ずつ積層)

12２.電池特性評価

ラミネートセル



※充放電試験結果よりどのレートでも問題なく放電が可能であった。

・CCCV充電(0.1C、4.2Vカットオフ)で充電したセルを0.1C～４Cで放電し
出力（レート）特性を評価した。

13充放電試験（出力特性）



※試験よりいずれの銅箔を用いた場合でも、JIS C 8711:2019に定めるサイクル寿
命（400サイクル目で定格容量比60 %以上）を大きく超えるサイクル特性を示した。

・充放電試験後、0.5Cで充放電を行いサイクル特性を評価した。

14サイクル特性試験
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目標値

サイズ ：幅450mm×長さ100m
⇒ 電池製造ラインで使用できるサイズ

厚み ： 4 ㎛
⇒ 現在の電解銅箔より薄型を目指す

膜厚 ： 1±0.3 ㎛

⇒ 現状より精度の向上を目指す

・W450㎜のフィルムを搬送速度、0.3m/min（現行の2倍）にて
100m（約6時間）を連続生産可能とする装置の開発

課題
電気銅めっき

電気めっきは膜厚のバラツキが大きくなりやすい
搬送時 めっき不良

対策
⇒ めっき槽・治具の改良

①極間距離の均一化 ②遮蔽板による電流制御
⇒ 搬送装置の改良

20４.W450R2Rめっき装置の開発

搬送時折れシワ発生









より長尺の1000m品を製作し、
量産化に向けた構築を行う。

W450R2Rめっき装置による検査のインライン化および
完全無人化により、品質の安定化とコスト削減を図る。

PETフィルムだけでなく、
他樹脂フィルムや不織布などへ適用範囲を拡大する。

24課題と今後の取組






